


理学部便り創刊にあたって

理学部長

小田垣 孝

大学院の再編と理学部等の組織
九州大学では大学院重点化によって教官の所属を従来の学部から大学

院に移した。平成12年4月には，全学部の大学院重点化の完成とともに，全
国でも初めての大学院の「学府・研究院」制度を導入した。この制度の特徴は，
大学院を教育組織と研究組織とに分離することにより，各研究院の枠を越
えて学府と学部の教育に多様に対応できることである。さらに，将来にお
いて教育・研究双方の組織をそれぞれの必要に応じて独立に再編すること
もできる。
理学部では、大学院重点化と教養部廃止の過程で、数学科が理学部外の

数学系の講座等と統合して、平成６年度に大学院数理学研究科として独立
したが、学部教育のための数学科は理学部に配置された。教養部の廃止に
際しては教官の分属により，理学部の各学科とも講座の増設や教官の増員
があった。その後、平成11年度には、大
学院重点化により、理学部の教官は大
学院理学研究科に属することになっ
たが、平成12年度には、大学院理学研
究科の「理学府」と「理学研究院」への分
離に伴い，理学研究院所属となった。
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大学はいま、設立の理念を根幹から変える激動の時を迎え

ています。これまで大学、学部、学科だけでなく講座の内容

も法律で定められ、その枠の中で高等教育の提供、社会に役

立つ研究の推進という国民の付託に応えてきました。平成

16年度に導入が検討されています国立大学の独立行政法

人化が行われますと、大学設置の理念は大学自身で掲げる

ことが必要となります。

この変革の時に当たり、理学部では１．知の継承と創造、２．

人材育成、３．社会的責務、４．学問の自由と自律という４項

からなる規範を定め、九州大学の基礎科学教育・研究の中心

部局として、この規範にしたがって、理学の教育と研究を推

進する決意を新たに致しました。

われわれのこの使命は、学生・院生、教員、事務員が一体と

なって初めて遂行できるものです。また社会的責務を果た

すためには、社会との連携が不可欠であり、理学部の同窓生

の方々とも情報を共有することが緊要であると考えており

ます。理学部では、各学科で行われている活動や成果に関す

る情報を交換し、またそれを社会へ発信していく場を提供

する一助として、理学部便りを発刊することにいたしました。

今世紀、われわれは環境問題、エネルギー問題、人口問題

など多くの難しい課題を解決しなければなりませんが、そ

の中で理学の果たす役割は、ますます重要になるものと考

えられます。この理学部だよりを通して、多様な研究の学際

的な融合が図られ、人類の抱える課題に果敢に取り組む新

しい息吹が生まれることもわれわれの期待するところです。
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球状ゲルの膨潤過程で観察される表面パターン
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物理学科の近況

IUPAP(International Union of Pure and Ap-

plied Physics)は3年に一度統計物理学において顕

著な功績のある研究者に対してボルツマン賞を与

えており、第1回目（1975年）のウィルソン（K.G.Wilson)

から数えて10回目の2001年にB.Adler氏と共に本

学名誉教授の川崎恭治氏が受賞された。日本人の受

賞は1977年の久保亮五氏についで2人目である。

川崎氏の最も大きな業績は臨界点近傍での流体に

対する「モード結合理論」であり、ボルツマン賞もそ

の受賞理由に先ずこれを挙げている。その他にも「川

崎ダイナミクス」の名で知られる全磁化量が保存す

る動的イジングモデル、せん断流下での2成分流体

の相分離など、多くの特筆すべき研究業績がある。

川崎氏は九州大学大学院の出身であり、また、助教授、

教授として物理教室で研究、教育に長年にわたり従

事された。川崎研の助手、学生で現在第一線で活躍

されている研究者も多い。

物理学科は平成6年の教養部廃止、平成10年の理学研

究科の重点化、その際の「情報理学コース」の設置、さらに

平成12年度の「研究院」制度の導入によって、過去10年

足らずの間に大きく変わってきた。また、平成16年度に

迫っている「独立行政法人化」への対応も現在進んでいる。

物理の教官は「物理学部門」に所属している。これまで

の大学院は(理学研究科から)「理学府」とよばれる教育組

織となり、物理学関係の専攻は「基礎粒子系科学専攻」と「凝

縮系科学専攻（物理学コース）」にまたがっている。また、「理

学部」の「物理学科」に入学した学生は、入学から１年半後

に志望に従って、「物理学コース」と「情報理学コース」に

分かれることになっている。「物理学コース」は従来の物

理学科であり、「情報理学コース」は、新しい基礎科学とし

ての情報科学を教育することを目的としてシステム情報

科学研究院の教官によって教えられている。

大学院重点化の際に、化学科も含めて「自然の階層性」

という観点に立った講座の構成を考えることになった。

ミクロな世界の法則を探求する素粒子、原子核の世界から、

マクロな多体系としての（特に極限環境下での）物質の世

界へ。そして広大な宇宙はまた、ミクロな世界と密接な関

係を持っている。こうした階層性を反映するように、下表

のような講座が現在置かれている。

1999年に井上研三教授が「超対称標準理論における

電弱対称性の量子的破れ」で仁科記念賞を受賞されたの

に続き、2001年には川崎恭治名誉教授が1977年の久保

亮五氏に続き日本人二人目となるボルツマン賞の受賞と、

物理教室ではうれしいニュースが続いた※1。また、教室内

では世代交代が進行中で、下の表にあるように、ナノ物性

やソフトマテリアルといった新しい分野の方が加わった。

現在は「21世紀COE」への対応や、平成19年20年に予定

されている理学系のキャンパス移転の準備が忙しい。

物理教室の最新のニュースや、より詳しい研究内容、連

絡先についてはホームページ(http://www.phys.kyushu -

u.ac.jp)をごらん下さい。

※1）仁科記念賞は仁科記念財団から原子物理学とその応用の研究に
極めて優秀な成果を収めた研究者に対して贈られる賞。ボルツ
マン賞はIUPAPから統計物理学において顕著な功績のある研究
者に贈られる賞。

(研究内容)

物性理論,統計物理学

ソフトマテリアル,複雑液体,低温物理学

ナノ物性,超伝導,固体表面

凝 縮 系

凝縮系基礎論

複雑系科学

量子物性科学

基礎粒子系

粒子宇宙論

粒子物理学

多体系基礎論

(研究内容)

素粒子理論,原子核理論,宇宙物理

実験核物理学

多体理論,極限物性実験,低次元磁性実験,
構造解析,生体高分子

調整した状態と平衡膨張状態 30分後

2時間30分後 20時間後

調整した状態から平衡膨潤状態まで体積は40倍以上に

もなる。

（提供：鴇田教授）

［ミニ研究情報］
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化学教室の講座の変遷

凝縮系科学専攻（化学コース）

専 門

研究室

無機化学

無機化学

集合系無機化学

錯体化学

錯体化学

無機反応化学

無機反応化学

専 門

研究室

溶液錯体化学

分析化学

集合系分子化学

状態解析化学

放射化学

反応分析化学

分子動態化学

専 門

研究室

専 門

研究室

界面物理化学

物理化学

集合系物理化学

分散系物理化学

コロイド化学

非平衡系化学

分子動態化学

物理有機化学

物性化学

（先導物質化学研究所）物質変換化学

分子科学専攻

専 門

研究室

構造有機化学

有機化学

有機化学系

有機反応化学

有機反応化学

物性有機化学

物性有機化学

専 門

研究室

構造化学

構造化学

物理化学系

量子化学

量子化学

計算化学

分子動態化学

専 門

研究室

専 門

研究室

構造機能生化学

生 物 化 学

生物化学系

生体情報化学

酵素化学

物質変換化学

物性化学

（先導物質化学研究所）物質変換化学

学部3年生の学生実験風景

平成12年4月の九州大学の大学院重点化の完成ととも

に、大学院の組織として理学府と理学研究院が創設され

ました。理学府は、大学院の教育組織で大学院生が所属し

ています。化学教室の教官は理学研究院の化学部門に所

属しています。このように組織が複雑になったことと、昔

の講座が公式にはなくなったが現実には昔の講座の形態

で研究教育が行われていることにより、化学教室の現在

の様子を正確に表現するのは難しいのですが、ここでは、

理学府の区分を基にし、その中に理学研究院化学部門と

理学部の組織を埋め込んだ形で現在の化学教室の陣容を

説明します。

化学の大学院生の所属する理学府には、分子科学専攻

と凝縮系科学専攻の２つがあります。このうち凝縮系科

学専攻は物理の大学院生の半分が所属する組織でもあり

ます。それぞれの専攻は下の表のようにさらに大きく４

つに分かれています。例えば分子科学専攻には、有機化学

系、物理化学系、生物化学系、物質変換化学（協力講座）の

４つがあります。これらの名称は教官の所属する大講座

に当たります。更に細かく見ると、例えば有機化学系では

３つに分かれています。ここで、「専

門」の行は大学院での専攻の名称

で、「研究室」の行は学部４年生の

所属する研究室の名称に相当し

ます。同じ列にある「専門」と「研

究室」が実質的に同じ講座にあり、

「研究室」の名称に昔の講座名を

留めているところが多いので昔

のどの講座に相当するかが容易

に推測できます。この中で若干名

称の変更がありました。集合系無

機化学の錯体化学は昔の錯塩化

学で、コロイド化学は昔の高分子

化学です。物性有機化学、分子動

態化学、無機反応化学については、

少し説明が必要です。平成６年３

月の教養部の廃止に伴い、６月に

六本松地区に分子設計化学と分子動態化学の２つの大講

座が生まれました。その後、分子設計化学は物性有機化学

と名称を変更し現在に至っています。この間、平成13年

５月に無機反応化学が新たに発足しています。物性有機

化学と無機反応化学は、それぞれ講座に相当していますが、

分子動態化学は、その「専門」の名称（計算化学、反応分析

化学、非平衡系化学）が講座に相当しています。昔の物性

化学講座は、平成５年４月の有機化学基礎研究センター

発足の基になった為、現在ではありませんが、有機化学基

礎研究センターに化学科の学部４年生も所属しているた

め、表の「研究室」の行には物性化学の名称が残っています。

なお、有機化学基礎研究センターは、平成15年4月より、

機能物質科学研究所と統合し、先導物質化学研究所とな

りました。

化学教室の最新のニュースや各研究室の近況については

下記のホームページをご覧下さい。

http://www.scc.kyushu-u.ac.jp
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「人類の生活する地球，その過去・現在・未来の姿を探る」

これは固体地球のみならず、それを取り巻く海洋・大気圏、

電磁気圏、宇宙をも含めた自然科学の尽きざる課題です。

このテーマに多角的に知見を深めるべく、全国に先駆け

て地球科学の諸分野を統合して本部門の母体となる地球

惑星科学科が九州大学理学部に生まれたのは平成2年度

のことです。その後、大学院重点化に伴い従来の小講座制

から大講座制へ移行し、それまでの小講座は研究分野と

して存続しました。そして学府・研究院制度導入後、平成

15年度より、地球惑星科学部門は「流体圏・宇宙圏科学」「固

体地球惑星科学」「太陽惑星系物質科学」「地震学・火山学」

「地球惑星博物学」の5大講座・16分野へと改編しました。

その間、講座・研究分野名は随時変更してきました。

地球をはじめとする惑星、そして太陽系全体の現状や

生い立ち・仕組みを解明し、地球-太陽系システムに生起

するダイナミックな諸現象の関わりを理解することが地

球惑星科学の目的です。近年は地球環境保全の問題が国

際的に重要視されており、特に地球と地球を取り巻く環

境に注目が集まっています。本部門はこのような疑問・問

題に基礎科学の面から取り組みつつ、多元的・学際的な研

究体制を維持・発展させています。同時に、時代の要請に

応じて様々な問題を解決する能力や未知の分野について

独創的な研究を進める能力を開発する教育を行っていま

す。今後はさらに東アジアにおける中心的研究機関とし

てこの地域的特性を活かし、数値シミュレーションや室内

実験を駆使して、グローバルで地球史的時間スケールの諸

問題に取り組んでいきます。

地球惑星科学教室のホームページ（下記アドレス）もご覧

下さい。

http://www.geo.kyushu-u.ac.jp/

地球惑星科学教室の変遷と近況

紫煤：2.7億年前の木材（樹の原型を残した石炭）
中国山東工業学院からの国際交流協定記念品

平成元年度以前

物理学科（一部）
（講座名）

地球物理学
（昭和15年開設*２）
（*２：開設当初は
「地球物理学及び気象学」）
大気物理学
（昭和40年開設）
地震学
（昭和55年開設）
高層大気力学
（昭和56年開設）

平成２－３年度

物理学科（一部）
（講座名）

地球物理学

大気物理学
地震学
高層大気力学

地球惑星科学科
（講座名）

地殻構造科学

岩石反応循環科学
地球惑星物質科学
生物圏進化学
有機地球科学
希元素地球化学
海洋底地球科学
（平成２年開設）
地球惑星進化学
（平成２年開設）
小川研究室
（平成２－３年度）

平成４－10年度

地球惑星科学科
（講座名）

地球惑星電磁気圏物理学

地球惑星大気物理学
固体地球惑星力学
地球惑星流体力学

海洋底地球科学

岩石反応循環科学
地球惑星物質科学
生物圏進化学
有機地球科学
希元素地球化学
地殻構造科学
地球惑星進化学
松田研究室
（平成４－６年度）
Solomatov研究室
（平成７－８年度）
富田研究室
（平成８－10年度）
飯島研究室
（平成10年度）

平成11－14年度 平成15年度

理学研究院附属
地震火山観測
研究センター

総合研究博物館

理学研究科附属
島原地震火山観測所
（平成11年度まで）
理学研究院附属
地震火山観測研究センター
（平成12年度から）

理学部附属
島原地震火山観測所

理学部附属
島原地震火山観測所

地質学科
（講座名）

層序学
（昭和14年開設*１）
（*１：開設当初は
「一般地質学」）

岩石学
（昭和14年開設）
鉱物学
（昭和15年開設）
古生物学
（昭和16年開設）
石炭地質学
（昭和24年開設）
非金属鉱床地質学
（昭和40年開設）

理学部附属
島原地震火山観測所
（昭和46年開設*３）
（*３：開設当初は
「島原火山観測所」）

地震学・火山学講座
観測地震・火山学

地球惑星博物学講座
地球惑星博物学

総合研究博物館
（平成１２年度開設）

地球惑星科学専攻
－地球惑星科学部門

（研究分野名）

生物圏進化学講座
古環境・古生物学
海洋底地球科学
有機地球科学
石橋研究室
（平成11－13年度）

太陽惑星系科学講座
地球惑星進化学
太陽地球系物理学
宇宙地球電磁気学

流体圏科学講座
対流圏科学
中層大気科学
地球流体力学
（平成11年開設）

物質循環科学講座
岩石反応循環科学
地球惑星物質科学
希元素地球化学

固体地球惑星物理学講座
地球内部ダイナミクス
固体地球惑星力学

地震学・火山学講座

地球惑星科学部門
（研究分野名）

流体圏・宇宙圏科学講座

太陽地球系物理学

宇宙地球電磁気学

中層大気科学

対流圏科学

地球流体力学

固体地球惑星科学講座

固体地球惑星力学

地球内部ダイナミクス

岩石循環科学

地球進化史

古環境学

太陽惑星系物質科学講座

初期太陽系進化学

有機宇宙地球化学

希元素地球化学

地球惑星物質科学



数
学
科
／
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物
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科

生物学科 Department of Biology

近年の生物科学は、分子から細胞、組織、個体、そして集

団に至るあらゆるレベルにおいて長足の進歩を遂げつつ

ある。この進歩は、生化学および分子生物学、分子レベル

から集団レベルに至る遺伝学と進化学、一分子から細胞

そして個体に至る様々なレベルの生理学、個体間の相互

作用を扱う生態学、そして情報・数理科学など関係諸学の

飛躍的な発展を背景とした研究手法の高度化に支えられ

ており、時流はまさに生物を対象とした総合自然科学の

樹立を目指さんばかりの情勢である。

本部門では生理活性物質や遺伝子・タンパク質、細胞小

器官、細胞、器官、個体、さらに生物集団を対象として様々

な生命現象を解明するための教育研究を行っている。対

象となっている生物を挙げるだけでも、哺乳類（ヒトやネ

ズミなど）、両生類（カエル）、無脊椎動物（昆虫を含む節足

動物や線虫など）、植物（イネやアサガオなど）、海洋生物、

酵母、細菌など実に多様であり、それらの対象を研究する

ための手法も先に述べたように多岐にわたっている。そ

のため、研究室における実験、フィールドワーク、理論的

解析や計算機を用いた解析など、広範な教育を行う体制

を持っている。

講 座

動態生物学

情報生物学

統合生物学

海洋生物学

研究室

動物生理学

生態科学

数理生物学

細胞機能学
(六本松地区)

発生生物学

植物生理学

分子遺伝学

代謝生理学

分子集団遺伝学

生体物理化学

生体高分子学

臨海実験所

教 授

藤 義博

矢原 徹一

巌佐 庸

島崎 研一郎
舘田 英典

佐方 功幸

射場 厚

大島 靖美

藤木 幸夫

釣本 俊樹

杉山 博之

太和田 勝久

渡慶次 睦範

助教授

市川 敏夫

粕谷 英一

佐々木 顕

谷村 禎一
小早川 義尚

野村 一也

荒田 博行

古賀 誠人

田村 茂彦

Alfred E. Szmidt

伊藤 功

川畑 俊一郎

野島 哲

助 手

岡田 二郎
山脇 兆史

土肥 昭夫
江口 和洋

武田 裕彦

木下 俊則

中條 信成

楠見 健介
松田 修

藤原 学

原野 友之

仁田坂 英二
猪股 伸幸

江本 由美子

今福 泰浩

森 敬介

数学科の現状
当数学科の歴史は、明治44年の九州帝国大学工学部

に設置された「数学及び力学1講座」にまで遡ります。そ

の後、昭和17年に「理学部数学科」が開設、昭和28年の「大

学院理学研究科数学専攻」の新設を経て、平成6年には独

立大学院研究科である「大学院数理学研究科」に移行し、

更に平成12年にこの数理学研究科は研究組織である「大

学院数理学研究院」と教育組織の「大学院数理学府」に分

かれ、今日に至っています。

ではその組織の中身ですが、現在の数理学府には8つ

の大講座（代数構造・空間構造・関数構造・離散構造・数理

システム・非線形数理・計算数理・社会数理）と1つの客員

講座があり、約80名の教官がこれらの講座に所属して、

数学の純粋理論から最先端の応用数理に至るまで幅広

い分野において研究・教育活動を行なっています。そし

て本学府には修士課程（定員56名）と博士課程（定員35

名）が置かれており、修士課程の入学者選抜は純粋数学

の研究・教育をめざす「数学コース」とその応用に力点を

置いた「数理科学コース」に分かれて実施され、各コース

で特徴のある選抜試験が行なわれています。

さて、話を学部に戻しますと、数学科に入学した学生

はまず最初の１年半は主に六本松キャンパスにおいて

全学共通教育科目を受けますが、この中にはもちろん微

分積分学や線形代数学も含まれています。更にこの間、

彼らには「箱崎日」と呼ばれる日が週に１日設定されて

おり、この日には箱崎キャンパスにおいて「数学入門・演

習」や「数学概論・演習」などの科目を受講し、集合論の初

歩やイプシロン・デルタ論法など、その後の数学学習の

基礎になる訓練を積みます。そしていよいよ２年生の後

期からは箱崎キャンパスにおいて専門科目を学ぶわけ

ですが、例えば3年生の前期には「代数学Ｂ・演習（環論）」、

「幾何学Ｂ・演習（曲線・曲面論）」、「解析学Ｂ1・演習（複素

関数論続論）」、「解析学Ｂ2・演習（ルベーグ積分論）」、「情

報数学Ｂ・演習（計算機科学）」がその授業科目として開

講されています。これらの講義はたいてい午前10時半

から12時まであり、そのあと1時間の昼休みをはさんで

午後の1時から3時半までは午前中の講義内容に対応し

た演習の時間が続きます。演習は2クラスに分かれてき

め細かく濃い密度で行なわれ、数多くの演習問題に取り

組むことによって講義で学んだ内容の理解を深めてい

きます。また、3年生後期になると「セミナー」が始まりま

す。そこでは学生が少人数ごとに複数の教官の下に分か

れ、各教官の提示したテキスト等を読んでその内容をセ

ミナー参加者の前で発表するという作業を通して、より

進んだ数学のトピックスについて学ぶことができます。

このセミナーは4年生の終わりまで続き、そして（無事に

単位が揃っていれば）めでたく卒業となるわけです。

いかがです？皆さんの学生時代と較べて随分と様変

わりしましたか？

各スタッフの研究指導内容やセミナーの紹介など、

数理学研究院や数学科に関するより詳しい情報を、

http://www.math.kyushu-u.ac.jp/に掲載してあり
ますので、是非一度御覧になってみて下さい。

21世紀COEプログラムは「我が国の大学に世界最高水準

の研究教育拠点を学問分野ごとに形成し、研究水準の向上と

世界をリードする創造的な人材育成を図るため、重点的な支

援を行い、国際競争力のある個性輝く大学づくりを推進する

こと」を目的として文部科学省が平成14年度から開始した

事業である。

平成14年度は生命科学分野で112の応募があり、28件が

採択された。生物科学部門では藤木幸夫教授を拠点リーダー

として、生体防御研究所の一部、医学系研究科分子生命科学

系専攻と共同で申請した「統合生命科学」が採択された。生物

科学部門ではプログラムの趣旨に沿った研究教育体制の構

築を目指している。

21世紀COEプログラムに
「統合生命科学」が採択される

総合研究博物館�

展示室�

博物館事務室�
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箱崎松原�

九大前�

箱崎�
博多駅�

天神�

中洲川端�
西鉄福岡�

博多湾�

九州大学総合研究博物館
平成9、10、11年の初夏に、九州大学における優れた研究の「過

去・現在・未来」の姿を社会に発信し還元する目的で3回の先行展

示が開催され、その後、平成12年4月に九州大学に「九州大学総

合研究博物館」が設立されました。以来、九州大学総合研究博物

館では、九州大学の研究成果を学外および学内多部局の人々に

わかりやすく展示・紹介しています。公開展示では、知識の普及

を行うとともに、大学の活動への社会の理解を深めることを目

指し、学外の会場で展示を行い、同内容を学内でも展示していま

す。特別展示では九州大学所蔵の学術標本や研究・教育の成果を

学内で紹介しています。これらの展示には理学研究院の各部門

の方々も携わっております。今後の博物館活動にご期待ください。

開館以来の公開展示・特別展示そして先行展示の概要は次の

通りです。

公開展示
第一回：『森・水・人』―「学術の森」による森林生態圏科学―

会期：2000年5月16日～6月4日 於：福岡市博物館（農学部

附属演習林と共催）

第二回：『石炭・金・地熱』―九州の地下資源―

会期：2001年12月18日～2002年１月27日 於：福岡市博

物館（工学研究院地球資源システム工学と共催）

第三回：『植物をもっと知ろう』―植物と人―

会期：2002年8月16日～9月8日 於：福岡市立少年科学文化

会館（農学研究院植物資源科学部門、理学研究院生物科学

部門、薬学研究院創薬科学部門・熱帯農学研究センター・

生物環境調節センター・遺伝子資源研究センターと共催）

2003年度には水産学関係、2004年度には考古学関係の公開

展示を予定しています。

特別展示
『昆虫展：進化の舞台の主役と脇役』―地球上で繁栄する多様な昆虫

たち、人とのかかわり―

会期：2001年3月16日～5月18日 於：九州大学五十周年記念

講堂3階（理学研究院生物科学部門ほかと共催）

『地球惑星科学への招待』―地球の過去・現在・未来を見つめて―

会期：2001年7月16日～9月

14日 於：九州大学五

十周年記念講堂2・3階（理

学研究院地球惑星科学

部門・理学研究院附属地

震火山観測研究センタ

ーほかと共催）

『九州大学教育・研究の最前線』

―第１回P＆P研究成果一般

公開―

会期：2002年5月8日～6月7

日 於：九州大学五十周

年記念講堂2・3階（理学

研究院化学部門・理学研

究院物理学部門ほかと

共催）

先行展示
『倭人の形成』―九州大学古人骨資料から見た日本人の形成―

会期：1997年6月7日～6月29日 於：福岡市博物館（主催：比較

社会文化研究科）

『雲仙普賢岳の噴火とその背景』

会期：1998年6月11日～6月29日 於：アクロス福岡（主催：理

学部地球惑星科学科・島原地震火山観測所）

『九州大学・医学の歩み－寄生虫学の展開と医の文化』

会期：1999年6月22日～7月11日 於：福岡市博物館（主催：医

学系研究科病態医学専攻・比較社会文化研究院）

展示の内容や組織などについての詳細は、ホームページ、

http://www.museum.kyushu-u.ac.jp

/INFORMATION/infomai.html

をご覧下さい。

●JR博多駅→地下鉄中洲川端乗換（貝塚行）→�
  箱崎九大前下車�
●福岡空港→地下鉄中洲川端乗換（貝塚行）→�
  箱崎九大前下車�
●西鉄バス10番系統→九大前下車�
  西鉄バス29番系統→箱崎松原下車�
●タクシーは、ＪＲ博多駅から約15分、空港から約20分�
●お車の方は，国道3号線側「小松門」のみ通行可能�
 （一時入構手続きが必要）�

■最寄りの交通機関

施設紹介

↑常設展示されている所属標本を見学に来たユネスコ職員

↑熱心に説明する展示
者と、その説明を集中し
て聴く来館者の様子
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